
 

 ２０１６年１０月実績概要（メモ）  

（２０１６．１１．１７） 

定修もほぼ終了に近づき生産は一部の品目を除き多くが前月比増加。 

 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５１９，５００トン  
 前 月  比    ＋１０．５％（＋４９，２００トン） 
 前年同月比    ▲１１．６％（▲６８，４００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９６．２％→ 当月 ９５．５％ ←前年同月９３．１％ 
定修プラント：前月 ２社２プラント → 当月 ２社２プラント ← 前年同月 なし 
２０１６年１～１０月累計生産量 ５,１４１.６千㌧ 前年同期比▲９．６％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数増と定修規模差から LD、PS、SM、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EO、EG、AN、ベ
ンゼンなどの１２品目がプラス。HD、MMA モノマー、SBR、BR などの５品目は稼働率要因や定
修規模差からマイナスとなった。 
前年比では、定修規模差や稼働率要因等から LD、HD、PP、SM、EO、EG、AN、SBR、BR、トル
エンなどの１１品目がマイナス。PS、塩ビ樹脂、キシレンなどの６品目は定修規模差等からプラス
となった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の増加と定修規模差から LD、PP、PS でプラス。HD は主として稼働率要因から
マイナスとなった。 
前年比では、定修規規模差や稼働率要因から LD、HD、PP はマイナス。PS は定修規模が縮小した
こともあり大幅なプラスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、LD ではフィルム分野、HD はこれまで低調だったパイプ分野の出荷が増加しプラスと
なった。また、PS では包装分野、雑貨・産業分野の出荷増加からプラス。PP は射出成形分野におけ
る出荷減少からマイナスとなった。 
前年比では、前年は輸入品の減少や原料動向から出荷が高めの状況にあった。当年は定修が続いてい
ることも加わり LD、HD、PS ではマイナスとなった。PP は射出成形分野の出荷が増加したことな
どから微増となった。 

ハ）輸    出 
出荷全体の傾向が国内向けへの傾注が続いており、輸出は前月比で LD、PS は大幅マイナス。HD、
PP はプラスとなった。 
前年比では、HD、PS はプラスとなったが、LD、PP は引き続きマイナスが継続している。 

ニ）在    庫 
在庫量は、前月に対して LD、HD、PP で減少、PS は若干の増加となった。在庫率(季節調整済）は
前月に対して LD は横ばい、HD、PP 低下、PS はやや上昇した。在庫水準としては LD、PS はほぼ
適正、HD、PP は幾分タイト気味となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％ －   
 定修要因等  ＋ ８．１ ％ ▲ ８．０ ％  
 能力増減  － ▲  ６．２ ％  

 稼働率変動  ▲ ０．９ ％ ＋  ２．６ ％  
 生産増減率  ＋１０．５  ％ ▲１１．６ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
９月末 １０月末 

L D ▲１６，７００ ２．７ ２．７ 

H D ▲ ６，５００ ２．９ ２．５ 

P P ▲ ３，６００  ２．７ ２．５ 

P S  ＋ ６，７００ １．３ １．４ 


